	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	数学Ｂ
	２
	第２学年


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	数列、ベクトル、統計・数値計算について理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。事象を数学的に処理する能力を伸ばすとともに，それらを的確に活用する態度を育てる。


	使用教科書・副教材等
	高等学校新編数学Ｂ改訂版，傍用問題集，参考書


２　学習計画及び評価方法等
	学期
	学　習　内　容

	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	１学期
	オリエンテーション
	
	「数学Ｂ」の学習の意義や内容と学習方法、評価の方法を理解する。
	
	第１学期中間考査

	
	第1章 数列(30)
	
	
	
	

	
	第１節　等差数列・等比数列(11)
	
	
	
	

	
	数列とその項(1)

等差数列(4)

等比数列(6)
	４

５
	数列の考え方や用語の意味を理解させる。

等差数列の一般項や初項から第n項までの和の求め方を身につけさせる。一般項や和がnを使って表されることを認識させる。

等比数列の一般項や初項から第n項までの和の求め方を身につけさせる。一般項や和がnを使って表されることを認識させる。
	傍用問題集

レポート提出
	

	
	
	
	
	
	

	
	第２節　いろいろな数列(8)
	
	
	
	

	
	和の記号∑(3)

数列の和と一般項(5)
	６
	∑の意味と性質を理解し、公式を使って和を求めることが出来るようにさせる。

階差数列の意味を理解し、一般項を求めるための道具として使うことが出来るようにさせる。

Sn、Sn-1の関係を理解し、一般項を求めるための道具として使うことが出来るようにさせる。
	傍用問題集

レポート提出
	第１学期期末考査

	
	第３節　漸化式と数学的帰納法(11)
	
	
	
	

	
	漸化式(4)

数学的帰納法(5)

章末問題(2)
	７
	数列の帰納的定義を認識させ、漸化式を理解し漸化式から一般項を求めることが出来るようにさせる。

数学的帰納法を理解し、等式の証明や漸化式から推測される一般項の証明が出来るようにさせる。
	傍用問題集

レポート提出

章末問題

レポート提出

ノート提出
	

	【課題・提出物等】
１．教科書傍用問題集を解いたレポート(節毎３回)

２．教書章末問題を解いたレポート(章毎1回)

３．授業ノート(章毎1回)
	

	【第１学期の評価方法】
期末考査の成績、小テストの成績、小テスト直しレポートの提出状況と内容、授業ノートの提出状況と内容、授業への参加の仕方や態度などを総合的に評価する。


	２学期
	 第2章　ベクトル(30)
	
	
	
	第２学期中間考査

	
	第１節　ベクトルとその演算(11)
	
	
	
	

	
	ベクトル(2)

ベクトルの和( )

ベクトルの差( )

ベクトルの実数倍(1)

ベクトルの平行条件(1)

ベクトルの分解(1)

ベクトルの成分表示(1)

和・差・実数倍の成分(1)

内積(1)

内積と成分(1)

内積の計算方法(2)
	９

10
	ベクトルの考え方や基本用語を理解させる。

ベクトルの和・差・実数倍について理解し、それらの演算が出来、又図形的な意味も理解させる。

ベクトルの平行条件をその性質から理解させる。また、同一平面上の平行でないベクトルによって唯一つの方法で表されることを認識させる。

ベクトルを実数の組として捉えることによって、座標平面上で扱うために便利であることを認識させ、図形の問題をベクトルを使って処理することのよさを体感させる。

ベクトルの内積について理解し、基本性質を身につけ、計算に活用出来るようにさせる。
	傍用問題集

レポート提出
	

	
	第２節　ベクトルと図形(8)
	
	
	
	第２学期期末考査

	
	位置ベクトル(1)

分点の位置ベクトル(2)

一直線上にある３点(1)

ベクトルの分解(1)

図形のベクトル方程式(3)
	11

12
	　平面図形の性質の理解のために、平面上の基準とするために定めた１点を始点とするベクトルを考えることが大変便利であることを認識させ、共線の証明や、交点の位置ベクトルを求めることが出来るようにさせる。

　平面上の直線や円を、ベクトルや媒介変数を用いて表せることを理解し、図形のベクトル方程式を求めることが出来るようにさせる。
	傍用問題集

レポート提出ノート提出
	

	【課題・提出物等】
１．教科書傍用問題集を解いたレポート(節毎２回)

２．授業ノート(第２節終了時1回)

	【第2学期の評価方法】
期末考査の成績、小テストの成績、小テスト直しレポートの提出状況と内容、授業ノートの提出状況と内容、授業への参加の仕方や態度などを総合的に評価する。


	
	第３節　空間のベクトル(11)
	
	
	
	学年末考査

	３学期
	空間の座標(1)

空間ベクトル(1)

空間のベクトルの成分(2)

空間のベクトルの内積(2)

空間の位置ベクトル(3)
章末問題(2)

	１

２
	空間における座標が３つの実数の組で表される事を理解し、空間での座標や２点間の距離を求めることが出来るようにさせる。

平面と同様に空間においてもベクトルを考えることが出来、様々な性質も同様に考えられることを理解し、平面ベクトルと同様に和・差・実数倍、内積などの計算が出来るようにさせる。

平面と同様に空間内の図形の性質の理解のために位置ベクトルが有用であることを理解し、位置ベクトルを使って空間図形の証明が出来るようにさせる。
	傍用問題集

レポート提出

章末問題

レポート提出

ノート提出
	

	
	
	
	
	
	

	【課題・提出物等】
１．教科書傍用問題集を解いたレポート(節毎1回)

２．教書章末問題を解いたレポート(章毎1回)

３．授業ノート(章毎1回)

	【第3学期の評価方法】
期末考査の成績、小テストの成績、小テスト直しレポートの提出状況と内容、授業ノートの提出状況と内容、授業への参加の仕方や態度などを総合的に評価する。

	【年間の学習状況の評価方法】
　下記の４つの観点から評価した１学期，２学期及び３学期の成績を総合し，年間の成績とします。


３　評価の観点，内容及び評価方法
	
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	　数学的な活動を通して，方程式と不等式，２次関数及び図形と計量における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているかどうか｡
	･学習活動への参加の仕方や態度
･授業中に使用する演習プリント

･授業のノートのまとめ

･演習ノート

	数学的な見方や
考え方
	  数学的な活動を通して，方程式と不等式，２次関数及び図形と計量における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えているかどうか｡
	･定期考査における応用問題(文章問題)の解答
･授業中に使用する演習プリント

･質問に対する発表の内容

･演習ノート､レポート

	表現・処理
	  方程式・不等式，２次関数及び図形と計量において，事象を数学的に考察し，表現し処理する仕方や推論の方法を身につけ，的確に問題を解決できるかどうか。
	･定期考査の解答
･授業中に使用する演習プリント

･質問に対する発表の内容

･演習ノート､レポート

	知識・理解
	  方程式・不等式，２次関数及び図形と計量における基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基礎的な知識を身につけているかどうか。
	･定期考査
･小テスト


４　アドバイス等
	確かな学力を身につけるためのアドバイス
    
	授業を受けるに際して必ず教科書の予習をして臨む。

授業後は当日中に傍用問題集で復習する。さらに週末には発展的な学習のために参考書に取り組むと良い。

計算力は問題を解くことでしか身につかないので、多くの問題を正確にすばやく解く練習をする。

１冊の問題集・参考書を何度も繰り返し解く。同じ問題を適当な時間を空けて再度解いてみる。

ノートは毎時間しっかり整理も心がけて取る。書いてあるものを見ているだけではすぐに忘れてしまう。

	授業を受けるにあたって守ってほしい事項
    
	授業を受けるに際して必ず教科書の予習をして臨む。

ノートは，板書を単に写すだけではなく，話の中で必要であると感じたことをすべて書き込む。

図やグラフは，単にきれいに書くだけではなく，あとから見てポイントをうまくつかめるように書く。

始業のチャイムが鳴るまでに，教科書・ノート・筆記用具を準備して，授業がすぐに始められるように着席して待つ。

欠席した場合は，友達にノートを借りて写す等、欠席した授業の内容を十分に学習し，理解しておくことが大切です．

	その他
	｢難しい｣｢苦手だ｣だと決めつけずに､積極的に授業に参加し､わからないことはどんどんと質問することが大切である｡








